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「団結」の国、ベトナム

規電力事業の発掘・開発業務を行っています。

4年前にベトナムへの赴任辞令を受けた際、

まさかこんなに長く、そして3都市にわたっ

て駐在生活を送れるとは想像もしていません

でした。ベトナムでは経済成長に伴い電力需

シンチャオ！（こんにちは！）

自己紹介

2017年3月にベトナムに赴任して、約4

年間にわたり電力事業に携わっています。私

が最初に赴任したのはベトナム北部のタイビ

ン省（首都ハノイから車で約2時間半）とい

う農村地帯でした。当社が建設を請け負った

火力発電所の建設現場が私の職場で、ベトナ

ム人に加え、フィリピン人、米国人、インド

人など多国籍のエンジニアたちと共に建設

現場近くの宿舎で共同生活をしていました。

2019年1月から首都ハノイにて、2020年4

月からは南部の中心都市・ホーチミンにて新

ホーチミン市内の中心・グエンフエ通りのホー・チ・ミン像
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【ベトナム社会主義共和国：基礎データ】
面積	 32.9万㎢
人口	 約9,762万人
首都	 ハノイ
言語	 ベトナム語
元首	 グエン・フー・チョン国家主席
GDP（名目）　約3,406億米ドル（2020年、IMF）
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要も伸長しており、多数の新規発電所の建設

計画があります。ベトナムの電力需要に応え、

ひいてはベトナムの経済成長に少しでも貢献

するべく奮闘する日々を過ごしています。

ベトナム基礎情報

簡単にベトナムという国について紹介させ

ていただきます。

正式名称は「ベトナム社会主義共和国」と

いいます。19世紀以降、フランスの植民地

化や日本軍の侵攻を受け、最終的にはベトナ

ム戦争終結後の1976年に現在の国家が誕生

しました。政治体制はベトナム共産党による

一党独裁制となっています。私がこの文章を

執筆している2021年1月末に5年に1度の

ベトナム共産党大会が開催され、これから5

年間の共産党指導者が決定されました。基本

的には共産党大会で決定された主要人事がそ

のまま国家の主要ポスト人事（首相、国家元

首、国会議長等）となり、5年間の任期中に

大きな変更はありません。「一党独裁」とい

う言葉を聞くと、どこかネガティブな印象を

お持ちになるかもしれませんが、共産党によ

る長期的な政権運営が行われており、政治的

には非常に安定しているといえます（これを

書いている時期に近隣国であるミャンマーで

クーデターが発生し、改めてベトナムが政治

的に安定していることを痛感しています）。

ベトナムは南北に細長い国土を持っている

のも大きな特徴です。東南アジア＝常夏とい

うイメージがあるかもしれませんが、北部に

ある首都ハノイには四季があります。冬にな

ると気温が10度前後になる日もあり、日本

からの出張者が慌てて上着をハノイのデパー

トで買う、ということもまれにあります。一

方南部は一年を通して暖かく、雨期・乾期の

みがあるいわゆる「東南アジア的」気候とい

えます。また、南北に長い海岸線を有してお

り、中部や中南部の海岸線にはダナンやニャ

チャンといった外国人にも人気のビーチリ

ゾートがあります。ビーチリゾートに比べて

知名度は高くありませんが、「ベトナムの軽

井沢」とも呼ばれるダラットという高原都市

もあり、バラエティーに富んだ観光資源に恵

まれているといえます。

南北格差？

さて、国土が南北に長く、国内の二大都市

である首都・ハノイとホーチミンが北部と南

部に分かれて位置しているという点は、それ

ベトナム中南部のビーチリゾート・ニャチャン
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ン出張に行くと、ホーチミンの青空に癒やさ

れるというハノイ駐在員は少なくないでしょ

う（私もハノイ駐在時代はその一人でした）。

一方で、ハノイには東南アジアには珍しく

四季があることや、ホーチミンと比較して街

全体が静かで歴史的な建造物も多く残ってい

ることなどから、ハノイ派も一定数存在して

います。実際に観光客には、風情もあり見ど

ころも多いハノイの方がホーチミンよりも人

気のようです。

これは答えのない永遠のテーマ、ぜひ皆さ

んも実際に訪れてご自身の答えを見つけてみ

てください。

コロナ禍にみるベトナムの国民性

さて、2020年はまさに新型コロナウイル

ス感染症に世界が翻
ほん

弄
ろう

された1年でした。こ

こベトナムでも新型コロナウイルスの影響は

ぞれの違いがあって面白い点であると同時に

われわれ外国企業にとって非常に難しい点で

もあります。

二大都市の特徴としては、ハノイが共産党

の関係機関や政府・中央省庁などが集まる政

治都市であるのに対して、ホーチミンは外資

企業が多く進出する商業都市といえますが、

外国企業がベトナム進出を考える際にはまず

「ハノイ？　ホーチミン？」という点を考える

のではないでしょうか。この点に対する答えは

なく、各業種のビジネス実態に応じて判断す

る必要があります。ハノイにもホーチミンにも

拠点を置く日系企業の駐在員の中には両事務

所の役職を兼任し、ハノイとホーチミンの二重

生活を行っている方も多くいらっしゃいます。

この「ハノイとホーチミン、どちらが良い

か？」というテーマは日本人駐在員の中でも、

常に議論に上がります。私は幸運にも両都市

で暮らした経験がありますが、生活面からい

うとホーチミンに軍配が上がると思います。

ホーチミンにはここ数年間で日本の大手デ

パートやコンビニエンスストア、外食チェー

ンなどが進出しており、ハノイに比べて日本

食や日本製品が手に入る環境にあります。ま

た、ハノイは冬の時期になると数週間も青空

が見えないということがざらにあり、最近で

は大気汚染も深刻な状況となっていることか

ら、住環境としてもホーチミンの方が恵まれ

ているように感じます。実際、冬にホーチミ

コロナフリーのベトナムでは
クリスマスや年末もお祭りムード！
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あったものの、感染対策において最も成功し

ている国の一つといわれており、2021年2

月前半の時点で累計感染者数は約2,000人に

抑えられています。いち早く経済を正常化さ

せたことで、世界各国の経済成長率がマイナ

スとなった2020年もベトナムは数少ないプ

ラス成長（＋2.9％）を達成しています。

ベトナムが新型コロナウイルスの早期封じ

込めに成功した理由としては、まずは政府の

迅速な対応が挙げられます。市中感染が報告

され始めた2020年3月に感染者の行動履歴の

追跡、接触者の特定を徹底的に行いました。

その後3月末から1ヵ月間ロックダウンを行

い、レストランやカフェも営業を停止（デリ

バリーのみ許可）し、市中感染の封じ込めに

成功しました。また、海外からの渡航者に対

しては到着後すぐに政府指定ホテルで14日

間の隔離を行うことで、2020年5月からは通

常通りの生活に戻ることができました。その

後も市中感染が確認される都度、同様の措置

（ロックダウンはエリアを限定）を取ること

で、大規模な感染を抑えてきました。

新型コロナウイルスに対する政府の対応は

国民からも大きな支持を得ているようです。

しかし、これは単に政府の対応が優れていた

だけではなく、それに忠実に従い、実行した

国民全体の対応が素晴らしかったと私は感じ

ています。そしてそこに、「団結」を重視す

るこのベトナムの国民性が表れていたと考え

ています。2020年のロックダウン期間中、

ベトナム人から頻繁に「これはコロナとの闘

いだ。一致団結してコロナに打ち勝とう！」

という言葉を聞きました。全国民が一丸とな

りコロナとの闘いに臨むという姿勢が表れて

いるように感じます。ベトナム中で常に最新

情報がシェアされ、時には新規感染者の個人

情報（フルネーム、住所、職業、顔写真）も

出回るほどの徹底ぶりです（日本ではプライ

バシー保護の観点から想像できませんが、こ

れがベトナムの実態なのです）。

社員旅行はおそろいコーデで記念撮影！（筆者：前列左端）

社員旅行の様子
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にベトナム国内の隠れた観光地発掘を行うべ

く、旅行プランを考えているところです。

ベトナムの成長と共に

新型コロナウイルスの封じ込めに成功した

ベトナムでは2021年以降も安定した経済成

長が見込まれています。人口も比較的若いベ

トナムにはまだまだ成長余力があり、ベトナ

ム国民がまさに一致団結して、成長に向かっ

ている最中にあります。また、ベトナムは中

国に国境を接しており、地政学的な点からも

非常に重要な地点に位置しているといえます。

私自身もベトナム国民と力を合わせ、自分

自身も成長しながら、この国の発展に少しで

も貢献できればと思います。現在は新型コロ

ナウイルスの影響で海外旅行は難しい状況で

はありますが、一刻も早く状況が改善され、

これを読んでくださっている皆さまがベトナ

ムを訪れる日がくることを祈念しています。

2018年にサッカーのU-23アジア大会で

準優勝した際には、街中の人たちがテレビに

くぎ付けになり、多くの会社で試合中は業務

を停止していたと聞いています。

その「団結」を重視するベトナムでは、会

社が負担する社員旅行や年末年始の忘年会な

ども一般的です。社員にとって社員旅行は一

年で最大のイベントになっており、事前に時

間をかけて全員で盛り上がるような出し物や

チームビルディングのためのゲームを用意

（時には練習を）して、社内の一体感を出す

ように努めます。おそろいの衣装を買いそろ

えることもしばしばあり、夏になると空港や

観光地ではおそろいコーデの団体が楽しそう

に行動しています。

このように新型コロナウイルス対策に成功

しているベトナムですが、残念ながら海外か

らの渡航者には14日間の隔離を必ず求めて

います。そのため、多くの駐在員が1年以上

一時帰国できない状態が続いています。この

政策によって国外からの感染を封じ込めてい

る状況から、政府は当分この方針を緩和しな

いことが予想されています。私も例年であれ

ば日本への一時帰国や海外旅行をする、クリ

スマス・年末年始休暇や旧正月休暇（ベトナ

ムでは旧正月休暇の方が一般的）をベトナム

国内で過ごしている状況です。日本に一時帰

国できるめどが立たないことはつらいです

が、この状況をポジティブに捉え、これを機

コロナ禍でも仲間とベトナム国内旅行をEnjoy !


